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調査票＜中高生用＞ 
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調査票＜一般県民用＞ 

 

 

大分類 問番号 設問 回答数 № 選択肢

1 男性

2 女性

3 その他

4 答えたくない

1 20代

2 30代

3 40代

4 50代

5 60代

6 70代以上

問3 現在住んでいる市町村を教えてください。 SA 41市町村選択式

1 未婚

2 既婚（離別死を含む）

1 いる

2 いない

1 小学校入学前

2 小学生

3 中学生

4 高校生

5 大学生、短大生、専門学校生

6 社会人、その他

1 一人暮らし

2 配偶者

3 父親・母親

4 祖父・祖母

5 兄弟姉妹

6 子・孫

7 その他（　　　　　）

ヤングケラーとは以下のような子どもたちのことをいいます。下記の定義や状態像を踏まえて設問に答
えてください。

ヤングケアラーとは、「本来、大人が担うと想定されている食事や家族の世話などを日常的に行っている
ことにより、子ども自身がやりたいことができないなど、子ども自身の権利が守られていない可能性が
あり、適切な支援が行き届くよう社会全体で取り組むことが必要と考えられます。また、ヤングケアラー
の家族も、日々の生活で様々な悩みや困難を抱えていることがあり、社会の理解と支援が必要です。

1 聞いたことがあり、内容も知っている

2 聞いたことはあるが、よく知らない

3 聞いたことはない

1 テレビ

2 新聞

3 雑誌や本

4 国・自治体などの行政の広報誌

5 公演会やイベント

6 WEBサイト

7 SNS

8 友人・知人から聞いた

9 その他（　　　　　）

1 かつてそうであり、今現在も続いている

2 かつてはそうであったが、今現在はそうではない

3 かつても、今現在もそうではない

4 わからない

1 いる

2 いない

3 わからない

1 いる

2 いない

3 わからない

問13
問 10.で「2．いない」「3. わからない」と回答した方にお聞きします。友人、知人やその子ども、子どもの
クラスメイトなどに「ヤングケアラー」と思われる子どもはいますか。

SA

問10 あなたはヤングケアラーであったと思いますか。 SA

問12 家族・親族に「ヤングケアラー」と思われる子どもはいますか SA

問7 現在一緒に住んでいる家族について教えてください。 MA

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
つ
い
て

問8 「ヤングケアラー」という言葉をこれまでに聞いたことがありますか。 SA

問9
問8で「1.聞いたことがあり、内容も知っている」「2.聞いたことはあるが、よく知らない」と回答した方に
お聞きします。「ヤングケアラー」という言葉をどこで知りましたか。

MA

現在の婚姻状況を教えてください。 SA

問5 子どもの有無を教えてください。 SA

問6 問５で子どもが「1.いる」と回答した方にお聞きします。子どもの年代を教えてください。 MA

基
本
属
性

問１ あたなたの性別を教えてください。 SA

問２ あなたの年代を教えてください。 SA

問4
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1 関係機関に相談する

2 家族、知人、友人に相談する

3 本人に様子を聞く

4 何もしない

5 わからない

6 その他（　　　　　）

1 学校や教育委員会

2 民生委員・児童委員

3 児童相談所などの子どもに関する行政の相談機関

4 保健所などの健康・衛生に関する行政の相談機関

5 福祉事務所などの社会福祉に関する行政の相談機関

6 病院や介護事業所などの医療・介護関係機関

7 フリースクール・子ども食堂などの民間団体

8 警察

9 わからない

10 その他（　　　　　）

1 どのように対応したらよいかわからないため

2 家庭の問題に関わることに抵抗感があるため

3 家族が家族の世話をすることは当たり前であるため

4 相談する余裕がないため

5 その他（　　　　　）

1 母親・父親

2 祖母・祖父

3 きょうだい

4 親戚

1 小学校入学前

2 小学生

3 中学生

4 高校生

5 学校には所属していない

6 その他（　　　　　）

1 母親

2 父親

3 祖母

4 祖父

5 きょうだい

6 その他（　　　　　）

1 通学

2 学校の成績

3 部活や習い事

4 進学・就職

5 恋愛・結婚

6 友人関係

7 家族関係

8 身体面の健康

9 精神面の健康

10 その他（　　　　　）

11 特にない

1 家族との人間関係

2 家族以外との人間関係

3 恋愛・性に関すること

4 結婚

5 離婚

6 いじめ、セクシュアル・ハラスメント

7 生きがいに関すること

8 自由にできる時間がないこと

9 収入・家計・借金等

10 自分の病気や介護

11 家族の病気や介護

12 妊娠・出産

13 育児

14 家事

15 自分の学業・受験・進学

16 子どもの教育

17 自分の仕事

18 家族の仕事

19 住まいや生活環境（公害、安全及び交通事情を含む）

20 その他（　　　　　）

21 特にない

1 ある⇒問22へ

2 ない⇒問23へ

1 学校や教育委員会

2 民生委員・児童委員

3 児童相談所などの子どもに関する行政の相談機関

4 保健所などの健康・衛生に関する行政の相談機関

5 福祉事務所などの社会福祉に関する行政の相談機関

6 病院や介護事業所などの医療・介護関係機関

7 フリースクール・子ども食堂などの民間団体

8 警察

9 その他（　　　　　）

問22 あなたは問 19 や問 20で選択したことについて、関係機関に相談したことはありますか。 SA

問23 問 21で「1. ある」と回答した方にお聞きします。相談先はどこですか。 MA

問20 「ヤングケアラー」と思われる子どもについて気になっていることはありますか。 MA

問21 あなた自身は現在悩みごとや困りごとはありますか。 MA

問18 「ヤングケアラー」と思われる子どもの年代をお答えください。 SA

問19
「ヤングケアラー」と思われる子どもからのお世話を必要としている方を、子どもからみた続柄でお答え
ください。

MA

問16
問 13.で「4．何もしない」と回答した方にお聞きします。その理由としてもっともあてはまるものをお答
えくださ
い。

SA

※以下の問 17～23 は、問 13.で「1．いる」と回答した方にお聞きします。

問17 「ヤングケアラー」と思われる子どもからみた、あなたの続柄をお答えください。 SA

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
つ
い
て

問14 仮に身の回りに「ヤングケアラー」と思われる子どもがいた場合、どのような対応をしますか。 MA

問15
問 13.で「1．関係機関に相談する」と回答した方にお聞きします。どのような機関に相談しようと思いま
すか。

MA
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1 相談するほどのことではないため

2 どこに相談したらよいかわからないため

3 相談できる相手がいないため

4 相談しても何も変わらないため

5 家庭の問題を相談することに抵抗感があるため

6 家族が家族の世話をすることは当たり前であるため

7 相談する余裕がないため

8 その他（　　　　　）

1 「ヤングケアラー」専用の相談窓口があること

2 学校に相談窓口があること

3 自治体の役所等の行政機関に相談窓口があること

4 【2.3.以外】の専門機関に相談窓口があること

5 対面での相談が可能であること

6 電話・メール・SNS での相談が可能であること

7 24 時間いつでも相談が可能であること

8 相談する際の手順や判断基準がわかりやすいこと

9 相談がどのような支援につながるかがわかりやすいこと

10 「ヤングケアラー」の支援に関する法律や条例があること

11 その他（　　　　　）

12 特にあてはまるものはない

問26
「ヤングケアラー」への印象や「ヤングケアラー」の支援に必要だと思われることに関して、ご意見があれ
ばご自由にお答えください。

FA

問２４
問 21 で「2. ない」と回答した方にお聞きします。その理由としてもっともあてはまるものをお答えくだ
さい。

SA

※以下の問 25～26 は、すべての方にお聞きします。

問2５
「ヤングケアラー」と思われる子どもがいる場合、どのような仕組みや取組があると相談しやすい環境づ
くりにつながると思いますか。

MA
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沖縄
おきなわ

県内
けんない

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

------------------------------ 

○ 子
こ

ども若者
わかもの

みらい相談
そうだん

プラザ「sorae
そ ら え

」  

・ソラエ（なは）対 象
たいしょう

地域
ち い き

：北部圏域
ほくぶけんいき

（※）を除
のぞ

く県
けん

全域
ぜんいき

  

   ☎ 電話
で ん わ

：098-943-5335（無料
むりょう

通話
つ う わ

）  

   ⏲ 開所
かいしょ

日時
に ち じ

：火
か

～土曜日
ど よ う び

の午前
ご ぜ ん

10時
じ

～午後
ご ご

6時
じ

（祝 日
しゅくじつ

等
など

除
のぞ

く） 
 

・ソラエ（なご）対 象
たいしょう

地域
ち い き

：北部圏域
ほくぶけんいき

（※）  

   ☎ 電話
で ん わ

：0980-43-8300（無料
むりょう

通話
つ う わ

）  

   ⏲ 開所
かいしょ

日時
に ち じ

：月
げつ

、水
すい

、金曜日
きんようび

の午前
ご ぜ ん

10時
じ

～午後
ご ご

5時
じ

（祝 日
しゅくじつ

等
など

除
のぞ

く）  

   （※）名護市
な ご し

、本部町
もとぶちょう

、金武町
きんちょう

、国頭村
くにがみそん

、大宜味村
お お ぎ み そ ん

、東 村
ひがしそん

、今帰仁村
な き じ ん そ ん

、恩納村
おんなそん

、宜野座村
ぎ の ざ そ ん

、伊江村
い え そ ん

、伊平屋村
い へ や そ ん

、伊是名村
い ぜ な そ ん

 
 

○ 親子
お や こ

電話
で ん わ

相談
そうだん

【沖縄県
おきなわけん

教育庁
きょういくちょう

生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

振興課
し ん こ う か

】  

 ☎ 電話
で ん わ

：098-８69-8753（無料
むりょう

通話
つ う わ

）  

 ⏲ 相談
そうだん

時間
じ か ん

：月
げつ

～土曜日
ど よ う び

（日
にち

・祝 日
しゅくじつ

・年末
ねんまつ

年始
ね ん し

除
のぞ

く）の午前
ご ぜ ん

9時
じ

～午後
ご ご

10時
じ

  

   （※時間外
じかんがい

は文部
も ん ぶ

科学省
かがくしょう

の 24時間
じ か ん

子
こ

どもS O S
えすおーえす

ダイヤルに繋
つな

がります） 
 

○ 子
こ

どもの悩
なや

み事
ごと

110番
ばん

【沖縄
おきなわ

弁護士会
べ ん ご し か い

】  

   ☎ 電話
で ん わ

：098-866-6725（相談
そうだん

無料
むりょう

※通話
つ う わ

は有 料
ゆうりょう

）  

   ⏲ 相談
そうだん

時間
じ か ん

：毎 週
まいしゅう

月
げつ

曜日
よ う び

（祝 日
しゅくじつ

・年末
ねんまつ

年始
ね ん し

除
のぞ

く）の午後
ご ご

4時
じ

～午後
ご ご

7時
じ

 
 

沖縄県外
おきなわけんがい

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

------------------------------ 

○ 児童
じどう

相 談 所
そうだんじょ

相 談
そうだん

専 用
せんよう

ダイヤル 

   ☎ 電話
で ん わ

：0120-189-783（フリーダイヤル）  

   ⏲ 相談
そうだん

時間
じ か ん

：２４時間
じ か ん

受付
うけつけ

（年 中
ねんじゅう

無休
むきゅう

） ※令和
れ い わ

3年
ねん

7月
がつ

から無料化
むりょうか

 
 

○ 子
こ

どもの人権
じんけん

110番
ばん

 

   ☎ 電話
で ん わ

：0120-007-110（フリーダイヤル）  

   ⏲ 相談
そうだん

時間
じ か ん

：月
げつ

～金曜日
きんようび

（土日
ど に ち

祝 日
しゅくじつ

、年末
ねんまつ

年始
ね ん し

除く
のぞく

）の午前
ご ぜ ん

8時
じ

30分
ふん

～午後
ご ご

5時
じ

15分
ふん

 
 

○ 日本
に ほ ん

精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

協 会
きょうかい

「子
こ

どもと家族
か ぞ く

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

」 

📧 kodomotokazoku@jamhsw.or.jp 

⏲ 相談
そうだん

時間
じ か ん

：24時間
じ か ん

受付
うけつけ

 

（参考）.家族
か ぞ く

のお世話
せ わ

などについて悩
な や

みがある時
と き

に利用
り よ う

できる相談先
そ う だ ん さ き

のご案内
あ ん な い

 



 

沖縄県ヤングケアラー実態調査 

―報告書― 

発行：沖縄県子ども生活福祉部 青少年・子ども家庭課 

令和５年３月発行 


